
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内閣総理大臣 高市早苗 殿 
20２３年１２月２８日、岸田内閣は沖縄防衛局の設計変更申請を承認しました。沖縄県民の多数が反対している新基地

建設計画を、司法の総力を挙げて強行するなど民主主義国家にあるまじき行為です。政府防衛省は沖縄県と事前協

議せずに「普天間飛行場の全面返還に向けた一つの節目」と１月１０日に着工しました。しかし、軟弱地盤改良の展望は

ありません。２３年１１月７日、在沖米４軍合同で開いた報道関係者へのワークショップで、「（在沖米軍幹部が）軟弱地盤 

軍事に影響の可能性の懸念示す」「普天間維持の考えも」（沖縄タイムス）と工事の遅れを口実に米軍の本音を明らか

にしています。普天間基地の危険性を早期に除去するためにも玉城沖縄県知事と協議を進めるべきです 

また、海と山の自然環境は一体のものです。沖縄北部のやんばるの森は世界自然遺産に指定されました。しかし、指

定地域内のある米軍北部演習場返還地には、今も膨大な米軍の軍事廃棄物が放置されています。これは世界自然遺

産の運用指針に反しています。日米両政府の責任で早急に撤去してください。これが真の世界自然遺産への道です。

やんばるの森の希少種モニタリング体制（地域社会、環境省、米軍）の準備を進めています。下記を要請します。 

 

呼びかけ団体: ジュゴン保護キャンペーンセンター (SDCC)、 じゅごんの里 
署名集約先 : ジュゴン保護キャンペーンセンター 
署名の集約期限: 2026 年 11 月 15 日 
〒536-0016 大阪府大阪市城東区蒲生１丁目 6 番１号 共同スペースひまわり内 
 E-mail info@sdcc.jp  ★☆★ 署名を他の目的には使用しません★☆★ 

(要請項目) 

1. 普天間基地の即時撤去と、辺野古のすべての工事を中止すること。 

2. ジュゴンに影響を与える作業船の夜間航行を直ちに停止すること。 

「ジュゴン絶滅論」を英国科学雑誌に投稿した 「環境監視等委員会」の委員 3名を解任すること。 

3. やんばるの米軍北部演習場返還地に投棄されている米軍廃棄物を直ちに撤去すること。 

日本国内にあるオスプレイを直ちに撤去すること。 

 
     取扱い団体（                              ） 


